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三
月
町
議
会
報
告 

町
議
会
議
員 

常
山 

知
子 

 
三
月
十
二
日
～
十
五
日
の
会
期
で
、
皆
野
町

議
会
の
三
月
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
（
会

期
は
４
日
間
で
し
た
が
、
十
四
日
で
全
て
の
審

議
が
終
了
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
） 

一
般
質
問
は
５
名
、
（
小
杉
、
常
山
、
林
、

新
井
康
、
内
海
）
の
各
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

 

町
長
提
出
議
案
２
４
件
、
同
意
３
件
、
議
員

提
出
議
案
２
件
で
し
た
。 

 
 （

主
な
内
容
） 

① 

平
成
２
５
年
度
（
２
０
１
３
年
）
皆
野
町

一
般
会
計
予
算 

② 

Ｈ
２
５
年
度
（
１
３
年
）
皆
野
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算 

③ 

Ｈ
２
５
年
度
（
１
３
年
）
皆
野
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算 

④ 

皆
野
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
（
他
） 

⑤ 

議
員
提
出
議
案
は
、
皆
野
町
町
議
会
会
議

の
一
部
及
び
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。 

人 

事 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

委
員
の
選
任 

 
 

山
口
秀
一
氏
（
三
沢
） 

 
 

青
木
信
之
氏
（
皆
野
） 

 
 

 人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦 

 

新
井
義
虎
氏
（
金
沢
） 

２０１３年度（平成２５年度） 一般会計予算 

歳入・歳出 ４１億７５３０万円（前年比 4.7％増） 

〈歳入の特徴〉 

 ○町民税    ４億８３０４万円 

   （個 人） ４億０５６１万円（２７０万円増） 

   （法 人）   ７７４３万円（９０７万円増） 

 ○固定資産税  ４億９６７１万円 

 ○地方交付税 １４億４５００万円 

〈歳出の特徴〉 

 ○役場非常用電源設備 整備         ５０４９万円（新規事業） 

 ○高齢者外出支援事業（タクシー代半額助成）  ６６０万円（新規事業） 

 ○電話による無料健康医療相談サービス     １９２万円（新規事業） 

 ○観光トイレ清掃委託費            １５０万円（新規事業） 

 ○防火水槽の整備（原区、下原区）      １２００万円 

 ○消防団第３分団（若浜）詰所、消防車両整備 ５７２０万円 

 ○太陽光発電設備 設置補助金         ４００万円 

 ○三沢小体育館 屋根大規模修繕       １６８０万円 

 ○ドイツ ビュアシュタット市との交流     ３００万円 

 ○文化・芸術体験事業             ３００万円 

 ○第４５回秩父音頭まつり補助金        ４５０万円  

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
制
度 

 
 

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

公
共
交
通
不
便
地
域
の
高
齢
者
に
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
し
、
外
出
の
支
援

を
通
じ
て
高
齢
者
の
福
祉
と
生
活
の
向
上
を

図
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

公
共
交
通
問
題
は
、
以
前
か
ら
何
人
も
の

議
員
か
ら
そ
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
常
山
議
員
も
昨
年
２
回
の
一

般
質
問
を
行
な
い
、
ま
た
町
と
議
員
全
員
に

よ
る
行
政
視
察
を
行
う
中
で
実
現
し
た
も
の

で
す
。
問
題
点
は
あ
り
ま
す
が
、
１
歩
前
進

し
ま
し
た
。 

☆
対
象
に
な
る
人 

 
①
年
齢
７
０
歳
以
上 

 

②
運
転
免
許
証
を
持
た
な
い
人 

 

③
バ
ス
停
・
駅
か
ら
１
ｋ
ｍ
以
上
離
れ
て

い
る
地
域 

☆
駅
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
代
の
半
額
補
助 

（
対
象
地
域
・
手
続
き
等
詳
し
く
は
四
月
の 

町
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

 

農
山
村
具
展
示
館
の
開
館
に
つ
い
て

は
平
成
２
５
年
度
も
開
館
す
る
予
定
で
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
に
あ
る
「
小
林
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
は
か
び
な
ど
の
発
生
に
大
変
気

を
使
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
に
つ

い
て
は
、
小
人
数
で
見
る
こ
と
は
可
能
な
の

で
、
教
育
委
員
会
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
制
度 

 

工
事
費
２
０
万
円
以
上
で
定
額
４
万
円
の
補

助
で
一
回
限
り
の
助
成
か
ら
、
今
年
度
か
ら
異
な

る
場
所
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
助
成
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

保
育
所
・
町
立
幼
稚
園
の
保
育
料 

に
つ
い
て 

 

３
人
目
無
料
化
の
拡
大
で
、
子
育
て
支
援
が
さ

ら
に
前
進
し
ま
し
た
。（
第
一
子
が
中
学
生
ま
で
が

対
象
で
す
） 


